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逆浸透法による簡酵液中のイタコン酸カリウムの濃縮  
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摘  要   

潜熱移動を伴わない濃縮法として注目されている逆浸透法を軽酵液中の希藩なイタコン簡カ  
1」ウムを惚として1（g－rizIA／dl）より蘭10まで濃縮するのに適用することを検討した。   

使用した酢酸セルロース膜は、食塩を99％以上分離するタイトな膜で，窒素ガス加圧ドで操  

作された。  

両 イタコン酸として1（g【Ⅰ2†A／dl）含有するイタコン隠 イタコン酸水素カリウムお   

よびイタコン酸がノウムの純溶液を容量で9佗迄濃縮したときの分離率の範囲は，濃縮倍   

数の増加と共に増し遊離願で60 70％．顧性塩で909摘および中性填で99％以上となっ  

た。  

（2）イタコン酸カリウム純溶液の濾締の過程で，透過液兢束が0になったときの，操作圧（短   

／d）と溶液濃度（g－H2TA／dl）ほ，それぞれf 5口と呂．6，75と11＿5および100と15で  

あった。  

潮 純および憾階液巾のイタコン酸カリウムの濃縮過程では，塩の分離率は変わらなかったが，   

透過液流東は，醗酵液では純溶液の約1／2に低卜した。  

なお，あらかじめ限外隠退した博酵液でも透過液流束の低下は避けられなかった。  

キーワード ニ 逆浸透法，アセテルセルロース膿，イタコン敢弱敵 メチレンコハク酸，  

イタコン酸カリウム  

イタコン酸の単槽連耗培養の結果から，イタコン厳  

比生産速度および菌の比増殖速度は培養液中の酸濃度   緒  

膜分離法は，溶彼の洩緬過程で潜熱移動を伴わず，   と負の相関閑適1〕にあり，イタコン簡の生産速度を増  

省エネルギーの立場から優れた磯縮方法である。  大させるためにほ．培養液中の硬濃度を希薄に保持せ  
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ざるを得ない。   

現在まで，逆浸透法による碑液中のイタコン酸の  

痘酪に関する報告は見当たらず．満製に蘭してAd81nS  

らの特許が一件飢あるのみである。   

速報では，食塩をg9％．以L分離できるタイトな酢徴  

セルロース腰を用い．イタコン頑として1（gH2IA  

／dl）程度の希薄な輯液巾のイタコン戟を遮艶酸とし  

て・酸性塩としてあるいは中性垢として逆浸透法で準  

縮する隙取濃縮倍数と顧あるいは塩の分離乳通過  
破鏡束および濃度との関係を求めた。また，操作圧（kg  

′d）を変え透過液流束が○になるときのイタコン敵  

に換算したカリウム塩濃度（gH2TA／dI）を来談  
夕二  

実 験 方 法   

碍酵液の調製 既報の榔掛軸即に予め50時間前培養  

したd印erぎiJi払g亡erre比SK26の菌糸を楼種し．ヨ5℃  

で4日間振蛍培養L，イタコン敷浪度約5％の韓酵液  

を得た⊂．   

イタコン簡カリウムは，上記塵辟液に炭硬水轟かノ  

ウムを量論量加え，炭酸ガ芥を脱気しながら謝製し，  

所定済度まで希釈された。   

イタコン酸結晶 既報一鳩結晶ブドウ糖を基質にし  
たイタコン敬斡酸液を濃縮し1晶軒することによって  

得た粗結晶を活性炭を川いて2回再結して経たもの  

で，結晶の純度は卵．9％以ヒである、。   

なお，イタコン酸水素か〕ウムおよぴイタコン艶カ  

リウム水癖液は，憾酵液の場合と同様炭酸水素かJウ  

ムを用い中和して調製した。   

分析 イダコン酸の走嶺は臭東吸収法射で行った  

試薬は，和此純薬ユニ業（棟）の特級を使用し鱒ウ   

孤灯定値は，二途で行い平均値で示した。   

膜 デンマーク製糖株式会社製酢酸セルロース膜  
DDS、98g〔食塩排除率99％）を逆疫透用に，DDS800  

（食塩排除率、3乳）を限外濾過卿こ用いた。有効膿径  

ほ，50mm¢（19．6亡ば）である。   

逆浸透操作 装置8ゝはFig．1に示し‰（株）栗原製  

作所製の内容積1．41，常圧100舘料／d）の耐酸性の  

ステンレス・スチール製高比通分操作槽である。操作  
圧で1口以」＿充分止密化した隈が，底部のステンレス  

梨焼結椀⊥に濾紙を乗せそ、の上に置かれ 0リングを  

介しでセットきれている）  

鞄《！う、幽．㈱艶朝粥鮭漁聯鰯狼  

熟墾撃墜肇墜  － 、 

∴∴、∵∴∴さぃ：∴‥・ 
・こ、いこ：、、・、、■ ＝・、∴  こ、：    －．∴   、、   

蜘椿に解読液11産加え，臆面Lで濠分乱流蝶埠が  

保たれるよう電磁努導により援拝しながら墾煮お究で  
加圧することにより渾通観が寺号られる誅野ヤケヅト部  
妙徳環水泡巷調節し槽内を25℃に保った。   

データの葦とが〉 分離率畏く溺）は，初めノに任込  

んだ供試液約イタコ：ン酸あるいば塩絆液濃度Cり若宮  

H21Aノヰ1）と残留練巾の敷皮Cβ′と透過液濃度Cき  

とかる，次式で定義きれる。   

R（％）＝（CPCp）（1り0）／（霊¢）＝・・t・‥¶（i）   

吏た，分離率がはとんど100％に近いと急に隠 Cβ   

ばは仁ぎ心でぁり，次曙関係式が成や立っ   

1噌（VoノⅤ点う fQま（C〟／′cむ）・・亘木れ両蛤   

ここで，Vプロ，Ⅴβ：そ堆ぞれ時間0走去よ劉（築封こ  

ぉける痍留液量細l）  

C口、e〝：そ軋ぞれ時間8およびt葺溺）  
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2Lり   逆浸透によるイタコン酸カリウムの濃縮  

濃縮時の透過漬菜 下ig．2の各図より，遊離晩飯  

惟塩および中性塩の透過流長の初束は，それぞれ】．0  

1．3川／ポ・day）の範囲にあったが，9倍に濃  

縮Lた時点での透過流束は，それぞれ．0．7，0．6およ  

ぴD．45と中性塩に近づく程，分離率とは適に低下したD   

中性塩では酸濃度5．5（gⅠⅠ21A／dl）以上で流  

束に変曲があり．低下が認められた。浸透ノ上三は解離し  

たイオン数に比例するので．イタコン徴に換算した濃  

度が同一でも酸性塩．中性塩になるに従って溶液の浸  

透圧自体が上昇し，透過汲流束の低下を招来するもの  

と推定される。   
操作庄と残留液濃度 操作圧をパラメータとし，透  

過液流諸におよぼす残留液中のカリウム塩濃度の影響  

をFig・3に示した。作凶上．透過液流束が針になった  

ときの，操作仕（kg／d）とイタコンとLての濃麓  

（g－H2IA／dl）は，それぞれ，50で8．6，75で11．5  

およぴ100で15であった。酒石酸カリウムの1モル溶  

液の浸透圧が46atm7）であり．イタコン酸カリウム溶  

液の浸透圧もほぼ同程度と仮定すると．イタコン慨と  

して15（g－1l21A／dl）は，1．15モルに相当しl操  

作圧は浸透件の最低2倍以上必要であることが示され  

ている。  

における残留液中のイタコン酸  
あるいは塩濃度（g／dl）  

このとき，膜を透過する水の流東は，  

1  dV   

S  d t   
dt こご1：   

ここで，Sは膿の表面積（じ軋 dVはd t時間  

（s）当りの透過液量こc正〕である。ただし，透過水  

の汎来町は．（cd／じ正・S）を（ポ／㌔・da〉P）に換  

算して表示した（，  

結果と考案   

耗湧液の分離率と濃縮効果 Fig・2aに遊離のイタ  

コン酸溶液の結果を示Lた。酸の分離率は5657（％）  

で濃度1（g－H之1A／dl）溶液を9借に濃縮したと  

きの敷浪度は4〔g－fizIA／dl）に止まった。Fig・2  

bほ水素カリウム塩の精巣で，分離率は9095（％）  

にL昇し濃度はイタコン惚として8％（水素カリウム  

塩で12．6％）に上昇した。上’ig・2eはカリウム塩の結  

果で，分離率は99％以上で，濃度もイタコン酸として  

約9％（カリウム塩で14％）に達した。  
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醸酵液中のカリウム塩の逆浸透による濃縮 イタコ  
ン椴として1（g H2IA／dl）の机糖基質イタコン  

蘭措辞液中のカリウム塩を漁師したときの結果を  
Fig・4に示Lた。緒溶液に比べ墟分離率は鍋溺で不  

変であったが．透過詭束は約1／2に低下した。隋常夜  

を予めローうS80ロ（分子量月，q80分画）で限外雄過した  

溶液の濃縮では，その透過流束におよばす顧著な効果  

はぎig・4bよりほとんど認められなかった。   

透過流束の折轟は．それぞれ1摘／が・day）で  

あったか，やはりイタコン吸に勝算した濃度か昏．5  

（g一丁富IAノ′dl）で透過流凍の変曲があり低下が認  

められた。  

以上の検甜結果より，酢酸セルロース瞑でのイタコ  

ン醗酵酵液の濃縮に関しては，遊離餃のままでは分離  

率が低く濃縮効果が低いので，塩に一しイタコン酸とし  

て1ワ電より10％也迄濃縮するプロセスとしたほ評価出  

来るものと思われる。  
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